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これまで、自動車業界は製品のライフサイクル内での各

工程、すなわち開発・製造・販売・使用・再利用、そし

てリサイクル・最終処分を担う各事業者間の連携は最

小限に留まっていました。これからは、これらの課題に

対し自動車業界全体で取組んでいくことが必要不可欠

であると考えております。

豊かで美しい地球を子どもたちに残すために、これまで

の取組みをさらに深化させるとともに、NGP 組合員や

ステークホルダーの皆さまを巻き込みながら活動の幅

を広げ、自動車リサイクルを通じて、地球の未来に対し

て果たすべき社会的な責任を全うすることが私たちの

使命であると考えております。

持続可能な社会のため、今後もリユース部品の利用

拡大に取組んで CO2の排出削減に大きく貢献するとと

もに、廃棄物の発生抑制や素材の再資源化の推進、環

境保全の大切さを子どもたちに伝える活動に取組み、

引き続きカーボンニュートラル、サーキュラーエコノミー

の実現に貢献してまいります。

昨年エジプトで開催された COP27 では、激しさを増す

気候変動への対応として、パリ協定の 1.5℃目標（2030 

年までの気温上昇に関する長期目標）の重要性の再確

認及び国別目標（NDC）の強化、途上国等に気候変動

の悪影響に伴う損失と損害を補償する基金の設置等を

盛り込んだ全体決定が採択されました。

また、気候変動だけでなく、増大するプラスチックごみ

や資源の枯渇など、深刻化する課題への対応として

サーキュラーエコノミー（循環型経済）が注目されてい

ます。

2023 年 3 月に経済産業省が公表した「成長志向型の

資源自律経済戦略」では、資源需要の拡大や特定国の

レアメタル供給集中、廃棄物処理の課題、そしてCO2の

排出の削減といった現代の問題を背景に、サーキュ

ラーエコノミーへの転換を積極的に進める方針を示し

ており、この戦略の中で、生産・販売を担当する「動脈

産業」とリサイクル・廃棄物の最終処分を行う「静脈産

業」の連携を強化し、サーキュラーエコノミーの実現と

カーボンニュートラルを一体的に推進させることが提唱

されています。

サーキュラーエコノミーの実現のためには、廃棄物を

生み出さず、製品と原材料を高い価値を保ったまま循環

させることがあらゆる企業に求められ、これまで廃棄物

として見過ごしてきたものを見直し、循環させていく

必要があります。

トップメッセージ

NGP 日本自動車リサイクル事業協同組合

理事長　小林信夫
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宇野港

高松港

香川県瀬戸内海にある「豊かな自然に恵まれた島」

ＮＧＰ日本自動車リサイクル事業協同組合では、使用済み自動車の適正処理を

高度化し、その使用済み自動車から有効に活用する「リサイクル部品」を社会に

提供して、求められる持続可能な社会の実現を果たすとともに、人々の豊かな

暮らしと、子どもたちの未来のために、「人」と「車」と「地球」にやさしい組織

活動を推進してまいります。

※1「排水基準」：工場排水を川や海に流してもよいとされる基準

※2「環境基準」：人の健康を保護し、生活環境を保全するうえで維持することが望ましいとされる基準

「環境破壊の再生には長い年月がかかり、
その代償は後世が払うということ」

豊島問題は経済成長のもと、大量生産、大量消費、大量廃棄という効率を求め

られる社会の中、都会で発生した大量のゴミが小さな島に押しつけられるという社

会問題でした。

私たちの地球は資源の枯渇、増加する廃棄物、温暖化問題など深刻な状況にあります。

更なるリサイクル化を徹底し、限りある資源の有効利用を進め、ごみの排出量を抑制

することで環境負荷を低減し、持続可能な社会の実現を目指す必要があります。
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SDGs宣言と 2030年の目標
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私たちは自動車リサイクル事業で
SDGsの達成に貢献しています。

使用済み自動車から始まる「持続可能な社会の実現」
NGP SDGs MODEL

子どもたちの教育支援
次世代を担う子どもたちの教育活動

循環型社会・ごみ削減

ベルマーク
2012年～

環境負荷の低減 /持続可能な社会へ

廃車 部品
リユース

適正処理

・廃車王で1台引き取る毎に寄付金　・廃車王全加盟店に募金箱を設置

部品1点につき
ベルマーク5点を付与
部品1点につき
ベルマーク5点を付与

募金活動

CO₂削減量に
応じて寄付金
CO₂削減量に
応じて寄付金

CO₂
削減量研究

CO2
NGP香川県豊島環境保全・再生活動

瀬戸内オリーブ
基金を通じて

瀬戸内オリーブ
基金へ寄付活動

交通遺児育英会
1991年～

資源
リサイクル

廃棄物から
環境教育ノート製作

ＮＧＰアップサイクルプロジェクト

1990 年、瀬戸内海にある香川県の豊島（てしま）で、国内最大級といわれる産業

廃棄物の不法投棄事件が発覚。 不法投棄は1970 年代後半から15 年以上にわたり、

「豊かな自然に恵まれた島」は「ゴミの島」と呼ばれるようになりました。

不法投棄された廃棄物の多くが使用済み自動車の破砕くず（シュレッダーダスト）

ということもあり、NGPにとって切り離せないものでした。

＜発覚後の流れ＞

現在、自然の浄化力による「環境基準※2」への到達を目指しています。

2023年3月31日「特定産業廃棄物に起因する支障の除去等に関する特別措置法」

の期限が到来し、香川県の産廃処理事業が終了。しかし、地下水の「環境基

準※2」の到達にはさらに10年以上かかると推計されています。

人と車と地球にやさしく
自動車リサイクル事業を通して、
子どもたちと地球の未来を考えます。

使用済み自動車約 1,000万台から 2,000万点以上の自動車リユース部品の生産と
適正なリサイクル処理を実施し、50 万トン以上の CO２削減に貢献します。

香川県豊島の産業廃棄物（自動車破砕くず等）不法投棄により失われた自然を取り
戻す環境再生活動を行い、 環境保全と 3R の大切さを後世に伝える活動を行います。

2030 年 NGP の目標
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D
／
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エコプロ
２００6年～

工場見学

バーチャル工場見学

廃棄物から
「廃車王 炭
エコクック」
製作

廃棄物から
「薪バッグ」製作

2003年

2017年 3月

2018年 1月

2019年 7月

2021年度

2022年 3月

廃棄物の撤去開始

撤去完了、廃棄物の量は91万トン以上、処理費総額は700億円以上

取り残しの廃棄物610トン発見

再調査と撤去完了

地下水の水質が「排水基準※1」に到達

地下水が瀬戸内海に流れ出すのを防ぐための遮水壁の撤去完了
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20CO₂削減値 20万 t

CO₂削減値 10万 t

NGP SDGs Challenge

2030 2016

₂

2030 2016

500万台 1000万点

使用済み自動車
処理台数

使用済み自動車

約44万台から
部品を再利用

2016 2017 2018 2019 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 20292020

目標 CO₂削減値

GOAL

使用済み自動車約1000万台から2000万点以上の

自動車リユース部品と適正なリサイクル処理を実施し、

50万トン以上の CO₂削減に貢献します。
2030年までの目標

GOAL

※自動車リサイクル部品産学共同研究会が、「自動車リサイクル部品による

環境負荷低減効果の研究」の結果をもとに、NGP が販売したリユース部品

の 90品目（左右ある部品を含むと115 品目）を対象に算出した数値です。

NGP の産学共同研究の成果については専用ホームページ「NGP エコ
プロジェクト」で公開しています。

44万台約 約95万点

リユース部品の
生産販売実績

目標に対しての 2023年度活動報告 2022 年 9月～2023 年 8月

50万 t 以上

リサイクル部品を
利用することで
CO₂削減

ここで
半分！

あと
わずか！

209,774� �������

万本分の217ブナの木約
CO₂吸収量に相当

2023 年
CO₂削減値

23,879 � �������

今ここ！
2023 年
CO₂削減値

23,879 � �������

2030

2022 年までの累計削減値

185,895 � �������

2023 2023

※ブナの木1本あたりのCO₂吸収量は、国立研究開発法人 森林研究・整備機構 森林総合研究所調べ

樹齢100年、立木密度500本/haのブナ林で、ブナの木1本あたりの平均値を算出。

この数値はひとつの例であり、地域が違えば異なった数値になる。

試算条件　：

ブナの木1本は年間約11kg のCO₂を吸収するといわれています※

目標生産数 2000万点以上目標処理台数 1000万台以上

CO²
CO²

CO²

CO²

CO²

CO²

CO²

CO²

CO²

CO²

CO²

CO²

CO²

CO²

CO²

CO²

CO²

2023年までの達成削減値 
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香川県豊島の産業廃棄物（自動車破砕くず等）不法投

棄により失われた自然を取り戻す環境再生活動を行い、 環

境保全と3Rの大切さを後世に伝える活動を行います。
2030年までの目標

GOAL

国立公園にふさわしい姿へ原状回復

豊島事件のようなことが二度と繰り返され
ないよう、環境教育の場として活用

適切な方法で管理し、持続可能な形で次世
代に引き継ぐ

2030年までに不法投棄現場すべてが、
国立公園にふさわしい姿にもどることを
目指して活動していきます。

基金への寄付・募金活動と香川県豊島の環境保全・再生活動を行っています。

廃車 1 台ごとに、 また、 リサイクル部品を使用することで得られる CO₂ 削減量に応じて寄付金を「瀬戸内オリーブ基金 」 へ寄付しています。

瀬戸内オリーブ基金への寄付活動

リサイクル部品の利用が、
豊島の環境再生へ貢献

廃車1台が豊島の
環境再生へ貢献

廃車を1台引き取るごとに寄付
金。また、全加盟店に募金箱を設
置しています。

車の修理や車検でリサイクル部
品を利用することで得られる
CO₂削減量に応じて寄付。

香川県豊島
環境保全
再生活動

廃車
寄付

寄付

募金

瀬戸内オリーブ基金は、有害産

業廃棄物の不法投棄事件「豊島

事件」をきっかけに、2000年に

設立された NPO法人で、瀬戸内

の美しい自然を守ること、再生す

ることを目指しています。

瀬戸内オリーブ基金について

NGP は瀬戸内オリーブ基金の活動である、
「豊島ゆたかなふるさとプロジェクト」に賛同しています。

廃車王で１台引き取るごとに寄付金

廃車王全加盟店に募金箱を設置

リユース部品
（販売）

CO₂削減

CO₂削減量に応じて寄付

初参加者は、豊島での活動の意義を知ることを目的に「産業廃棄物不

法投棄現場」や「豊島のこころ資料館」の見学を行っています。

実際に現場で生の情報に触れることで、豊島事件の重大さ・深刻さは

もちろんのこと、自動車のリサイクル・適正処理の大切さや環境の再生

には長い年月がかかることを肌で感じています。

不法投棄された産業廃棄物が残っている状態（1991 年） 産業廃棄物は撤去されたが、水質汚染が著しい（2017 年） 現在

過去 2 番目に多い 11 名が

初参加。廃棄物対策豊島

住民会議の石井さんに「豊

島事件」の歴史と不法投

棄現場の現況を説明してい

ただきました。

産廃特措法の期限到来　～豊島にとっての大きな節目～

不法投棄現場見学

2023年 4月 27 日

5 名が初参加。廃棄物対策豊島住民会

議の安岐事務局長より当時の住民たちの

壮絶な闘争の歴史、熱い思いを聞き、

参加者たちは真剣に聞き入っていました。

2022 年 10月 5日

3 年ぶりに組合員が実際に集まって開

催された総会の翌日に、組合員有志

19 名が豊島へ。

参加者からは

「実際に現場に来て、初めて分かることがたくさんある」

「継続して活動を続けていく必要がある」

「自社に帰ってから社員に今回のことを話したい」

「豊島の環境再生活動に今後積極的に参加したい」

など豊島やNGPの活動に対して積極的な感想が数多く聞かれました。

2022 年 10月 25 日

NGPの目指すゴール

豊島再生プロジェクトに関する
活動の詳細はこちら 
https://www.ngp.gr.jp/sdgs/teshima/ 

2022 年 10月 5日　 寄付金目録贈呈

（写真中央）瀬戸内オリーブ基金 岩城裕理事長
（写真右）   NGP 総務広報委員会 渡辺辰美委員長
（写真左）   NGP SDGs 委員会 伊地知志郎委員長

目標に対しての2023年度活動報告 2022 年9月～2023 年 8月

NGP 小林信夫理事長の代理として、当初から豊島での環境保全・再生活動に

関わってきた各委員会の委員長から瀬戸内オリーブ基金の岩城裕理事長に寄付

金目録を贈呈しました。

2023年3月31日に「特定産業廃棄物に起因する支障の除去等に関する特別措

置法」の期限を迎えました。この期限到来に伴い、香川県が2000年から進め

てきた豊島の産廃処理事業が2023年3月10日の不法投棄現場の整地作業を

もって終了し、豊島は大きな節目を迎えました。県と住民が交わした公害調停

の最終合意では、県が廃棄物を撤去し、不法投棄現場を元の状態に戻して

返還することが定められていますが、汚染された地下水の水質は、浄化作業に

より2021年度にようやく「排出基準」に到達したものの、地下水の「環境基準」

への到達にはさらに10年以上かかると推計されており、返還の具体的な目途は

たっていません。

NGPの豊島環境保全・再生活動は、2019年8月に第1回目の活動を行ってから

4年目、これまで行った活動の回数は1 3回を数えましたが、豊島事件は本当の

意味ではまだ終わっていません。

豊島を元の豊かな島に戻すという強い決意を込めて、NGPは今後も本当の

意味で豊島が再生するまで、活動を継続していきます。

① 水ヶ浦（みずがうら）
② 横引ヶ浜（よこびきがはま）
③ 柚の浜（ゆのはま）

NGP海岸漂着ゴミ回収
プラスチックによる海洋汚染

① 柚の浜 砂浜復元活動
② NGP オリーブの木 植樹活動
③ 岡山大学連携による植生回復活動
④ 岡山大学・豊島小中学校との
    ツツジ植樹活動
⑤荒廃地整備

国立公園
原状回復活動

産業廃棄物
不法投棄現場

環境教育の場
～豊島のこころ資料館～

外壁補修

環境教育の場
～豊島のこころ資料館～

外壁補修

2

1

3

3
4

2

1

5
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2022 年 5月 19 日

GOAL

国立公園原状回復活動（岡山大学との植生回復活動）

産業廃棄物不法投棄の影響で荒れた土地に外来植物が繁殖し、変わってしまった豊島の植生

を回復するため、2015年1月に豊島住民会議と瀬戸内オリーブ基金が、荒廃地緑化や環境

緑化を専門とする同大学の嶋教授に相談をしたことがきっかけで、2015年4月から植生回復の

研究を開始しました。自然の回復力で植生が戻るのが理想ではありますが、豊島に多く自生し

ていたツツジ科の「コバノミツバツツジ」などは人が補助しないと育ちにくいことから、岡山

大学や豊島の小中学校で苗木を育ててから植樹しています。 不法投棄現場は、見た目は緑が

回復しているように見えても、本来そこに自生していた多様性の豊かさは回復していません。

NGPは不法投棄現場跡地を元の美しい豊かな状態に戻すために、2022年から岡山大学と

連携し、植生回復活動を行っています。

豊島の産業廃棄物不法投棄現場のすぐ近くには、産廃事件の

首謀者が事件が起きる前の1960年後半に珪砂（ガラス原料）を

目的とした大量の土砂の採取をした場所があり、不法投棄現場

同様に岩盤がむき出しの荒れ果てた土地になっていました。

この場所の環境再生を行うため、岡山大学が研究を行っている

区画で、嶋教授指導のもと雑草や枯れ松の除去作業と、老朽

化していたイノシシ避けのネットを撤去し新たにワイヤーメッシュ

を設置する作業を行いました。

また、2022年5月に作業した不法投棄現場見学道の階段脇の

植栽地ならびに2022年2月に豊島小・中学校、岡山大学、

瀬戸内オリーブ基金と合同で植樹した、コバノミツバツツジの

植栽地でも雑草の除去を行いました。

2022 年 9月 13 日・14日

前回に続き、岡山大学が豊島の植生回復

研究をしている区画において、イノシシ対

策を行いました。老朽化したネットを撤去

して新たに金属製のワイヤーメッシュの柵

を設置するとともに、研究対象となる環境

再生のために植栽した植物の成長を阻害

する枯れ松や、雑草の除去作業も行いま

した。

また、2月末に予定されている豊島小中学

校によるツツジの植樹式の事前準備とし

て、土を運び入れる作業を行いました。

2023 年 1 月 31 日・2月 1日

岡山大学が豊島の植生回復研究をしている区画において、豊島に元々

自生している「ヌルデ」や「アカメガシワ」など実生の木を確認しながら、

すべて手作業にて雑草の除去作業を行いました。

また、2月末に豊島小中学校によるツツジの植樹式が行われた場所に

おいて、ツツジの成長を阻害する雑草の除去を行いました。

2023 年 4月 27 日・28日

森の生態系や美しい砂浜を回復し、不法投棄がされる前の、豊かな自然に

恵まれた国立公園 としてふさわしい姿を取り戻すために活動しています。

国立公園原状回復活動（荒廃地の整備）

荒廃地の整備後の土地の有効

利用として「柚の浜」にオリー

ブの木を植樹しましたが、西

側に隣接する場所は依然とし

て荒廃地となっていたため、

枯れ松や木の根、雑草の除去

を行いました。

2023 年 4月 27 日・28日

昨年と同じ場所（豊島のここ

ろ資料館の横）を含む実の

付きが良い複数の場所で2日間

収穫を行ました。今年で4年目

となる収穫は、過去最大の収

穫量「108.65kg」を達成する

ことができました。

2022 年 10月 5・6日

目標に対しての2023年度活動報告 2022 年9月～2023 年 8月

平和の象徴であるとともに、豊島事件の公害調停成立の際の記念樹でもある

オリーブの木を植樹。オリーブの木は香川県の県木で平和の象徴です。次の

世代へ美しい豊島、地球を残したいとの想いが込められています。

オリーブオイルの収益を通じ、豊島の持続可能な地域経済に貢献していき

ます。

「柚の浜」オリーブ植樹

2022年3月にこれまで整備

作業に取組んできた「柚

の浜」荒廃地の整備した

土地を有効活用し植樹し

たオリーブの木に、初めて

実が生りました。

2022 年 9月 13 日・14日

2023 年 4月 27 日・28日

2022年3月に植樹したオリーブの木の成長を阻害する雑草の除去を行いました。

瀬戸内海の海ゴミ問題は深刻であり、豊島も同様に海ゴミの漂着先になってい

ることから、きれいな島を守るためにブイなどの漁業ゴミやペットボトル、プラス

チック類などの海岸漂着ゴミの回収活動を行っています。

海岸漂着ゴミ回収活動現場

瀬戸内オリーブ基金では現在１haのオリーブ園

を預かり、収穫した実からオリーブオイルを製

造し販売しています。販売による収益は、瀬戸

内オリーブ基金の活動資金になるとともに、豊

島の持続可能な地域経済にもつながることか

ら、NGPも収穫のお手伝いをしています。

オリーブの収穫

「柚の浜」にて回収活動を行いました。豊島を含む瀬戸内海の生態系を守る

ため、入念に回収活動を行いました。

2023 年 4月 27・28日

●岡山大学の植生回復活動について
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生産原料

使用済

み
自
動
車
の
回
収
・
適
正
処
理

「J4CE（循環経済パートナーシップ）」に登録されました NGPの活動が環境省の「プラスチック・スマート」
の取組み事例に登録されました

昨今のサーキュラエコノミー、カーボンニュートラル

において、自動車リサイクル事業者という立場での

NGPは、重要な役割を担っています。今後、様々な

企業との連携が考えられる中で、自動車リサイクル

といえば「NGP」というポジションを確立したいとの

考えからJ4CEへの参加申込に至りました。

J4CEは、基本的には経団連加盟の上場企業が参

加しており、非常にハードルが高い枠組みではあ

りました。自動車リサイクルの重要性が高まってい

るということに加え、経済産業大臣賞、環境大臣表

彰といった3つの大臣表彰をはじめ、様々な受賞を

してきた実績が評価され参加が承認されました。

NGPが廃棄物抑制の取組み

の一環として行っている自動

車の廃棄物を活用した環境

教育活動、ならびに香川県

豊島の環境保全・再生活動の

一環として行っている海岸漂

着ゴミ回収活動が、環境省

の「プラスチック・スマート」

キャンペーンサイトにおい

て、取組み事例として登録さ

れました。

「循環経済パートナーシップ」とは、

循環経済への流れが世界的に加速化

する中で、循環型経済の後押しと官

民連携の強化を目的に、環境省・経済

産業省・経団連が創設した枠組み

サーキュラーエコノミーの実現に向けての取組み

※循環経済（サーキュラーエコノミー）とは、従来の3Rの取組みに加え、

資源投入量・消費量を抑えつつ、ストックを有効活用しながら、サービス化

等を通じて付加価値を生み出す経済活動であり、資源・製品の価値の最

大化、資源消費の最小化、廃棄物の発生抑止等を目指すもの

リユース部品を
使用することで

CO2削減・原料の節約

新たな製品や
建築の材料へ

「プラスチック・スマート」とは、世界的な海

洋プラスチック問題の解決に向けて、人・自

治体・NGO・企業・研究機関など幅広い主体

が連携協働して取組みを進めることを後押

しするために環境省が実施しているキャン

ペーン

使用済み自動車を廃棄物として排出するのではなく、いかに

リユース（再利用）するか、再利用できないものもいかに資源

としてリサイクルし、原材料としてサプライチェーンの上流に

戻していくかに重点を置き、まずは部品のリユースに積極的に

取り組んでいます。再利用できないものは素材ごとに徹底的

に分別し、資源としてリサイクルしています。

01 資源循環
単なる資源循環にとどまらず、廃棄物の抑制に取り組んでいま

す。取組みの一つとして、これまで産業廃棄物として処理さ

れていた取扱説明書をアップサイクルし、「環境教育ノート」

を製作しノートを活用して教育支援活動などを行い、次の時代

を担う子どもたちに新しい価値の創造に取り組む大切さを伝え

ています。

廃棄物（ASR）の抑制

使用

NGPはサーキュラ―エコノミーの実現に貢献します

自動車リサイクル工場見学会

各種企業のカーボンニュートラル・サーキュラーエコノミーを視点とした

NGPの取組み 02NGPの取組み

積水化学工業株式会社様（愛知県名古屋市）

工場見学会では、自動車リユース部品の取り外しから生産

工程、フロンガス・エアバッグの適正処理、重機を使っての車両

解体・配線の回収、最後のプレス機によってサイコロ状の鉄の塊

になるところまで自動車リサイクルの流れを見学いたしました。

また、解体車両の内装を取外し、自社で開発した製品がどこ

でどのように使用されているか等を確認し、今後の製品開発

の参考にし、その後自動車リサイクルについての意見交換を行

いました。

自動車の内装材に使用する樹脂製車輌関連材料

を製造しているが、今後のカーボンニュートラル・

SDGs達成を目的に、資源循環設計を考えるうえで

自社製品が現状どのようにリサイクルされているか

を参考にしたい

2022年12月19日　於 :（株）テラダパーツ半田営業所（愛知県半田市）

見学理由 

矢崎部品株式会社様（静岡県裾野市）

工場見学会では、主に自動車リサイクル工程を見学し、特に、

ワイヤーハーネスを銅ナゲット製造機でナゲット加工する工程は

重点的に見学しました。同社で開発した製品がどのようにリサ

イクルされているか等を確認した上で、今後の製品開発の参考

にするため、ワイヤーハーネスのリサイクルについての意見交

換を行いました。

ワイヤーハーネスの製造会社であり、カーボンニュー

トラルのみならず、サーキュラーエコノミーの実現

に向けて課題と解決策を考えるため、ワイヤーハー

ネスが現状どのようにリサイクルされているかを

参考にしたい

2023年4月4日　於 :（株）マルトシ青木（静岡県藤枝市）

見学理由 

森六テクノロジー株式会社様（栃木県真岡市）

工場見学会では、主に自動車リサイクル工程を見学し、特に、

自動車用プラスチックは現状では多くがシュレッダーダスト（自

動車破砕くず）となっていることから、金属とシュレッダーダ

ストを分別している工程を重点的に見学しました。

工場見学後は、今後の製品開発の参考にするため、プラスチッ

クリサイクルについての意見交換を行いました。

自動車メーカー向けに納入するプラスチック部品の

成形や塗装を行っている会社で、自動車関連企業

としてプラスチック部品を含め、自動車のリサイク

ル工程がどの様に行われているのか、自社製品が

組み込まれた車がどのように解体処理されるのかを

把握し、今後の LCAの取組み活動へ活かしたい

2023年6月7日　於 :（株）共伸商会（新潟県新潟市）

見学理由 

リデュース

リ
ユ
ー
ス
部
品

ASR リ
サ
イ
ク
ル プラス

チック

リユース

アルミ

原料 生産

精緻解体・分別

NGPが引取

新品部品

鉄
銅

タイヤ
チップ

廃棄物を
少なく！

再び使用
過程へ

フロンガスやエアバッ
グ、廃オイルなどを適
正に処理します。

まだ使える部品は丁寧に取り外し、洗浄
や品質チェックを経て商品化。「自動車
リサイクル部品」として再び社会に提供
しています。

「廃棄物から価値あるものへ」をテーマ
に、発生する廃棄物（ASR）を削減。

商品として再利用

アップサイクル

2023年度の活動報告 2022 年 9月～2023 年 8月
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2022 年 9月～ 2023年 8月2023 年度の活動報告

組合の資源回収実績NGPアップサイクルプロジェクト

自動車には、鉄をはじめとする様々な素材が使用されています。NGP では、使用済み自動車から

再利用可能な部品を取り外した後、部品として再利用できない部分は、素材ごとに徹底的に分別

して最大限のリサイクルを行い、資源循環によって持続可能な社会に貢献しています。

自動車のフレーム、ドアやサスペンション等の
部品から鉄資源を回収しています。

18万806トン

×4

×7

奈良の大仏：約7体分

自動車の配線から銅資源を回収しています。

1,782トン

新幹線のぞみ
16両編成

5,004トン 807トン

※プラスチックは通常、回収しなければ焼却されゴミとなりますが、
新たなプラスチック製品の資源としてリサイクルされた実績です。

※銅スクラップに含まれる不純物を差し引いた重量です。※鉄スクラップに含まれる不純物を差し引いた重量です。

（約 250トン）

（約700トン）

東京タワー：約45 個分
（約 4000 トン）

10個分

バンパーや内装材などの部品から
プラスチックを回収しています。

回収実績

アルミホイールなどのアルミ
素材の部品からアルミ資源を
回収しています。

の 回収実績の

回収実績
の

回収実績の
アルミ

鉄 銅

プラスチック

このプラスチック807トンをリサイクルすることによって、
ゴミの削減に貢献しています。

学校などにある２５ｍプール（幅：１２メートル、深さ：
１メートル）の水の重さ、約300トンに例えると

～廃棄物から価値あるものへ～

廃車から排出される廃棄物を削減するために、これらを回収・有効活用し、

価値あるものに生まれ変わらせる取組みを行っています。

NGP UPCYCLE PROJECT 第一弾

NGP UPCYCLE PROJECT 第三弾

NGPでは、 SDGsの目標にも掲げているとおり、「3Rの大切さを後

世に伝える活動」として、子どもたちへの環境教育に力を入れて

います。廃車の取扱説明書をアップサイクルして、子どもたちが 

3Rの大切さを学べる「環境教育ノート」を製作しています。

エアバッグとシートベルトは非常に強い生地なので、アウトドア用品に

使用できるのではないかと考え、全国のアウトドア系のブランドやショッ

プに対し、コラボレーションによるアップサイクルの取組みを打診したと

ころ、アウトドアライフストア「WILD-1（ワイルドワン）」を運営する株式

会社カンセキ様よりご賛同をいただくことができました。

廃棄物となっていた取扱説明書を資源と
して有効活用し、 環境教育ノートを製作

アウトドアストアとのコラボにより、エアバッグ・シートベルトを回収し
アップサイクルした薪バッグを製作

UPCYCLE

NGP UPCYCLE PROJECT 第二弾

廃車の取扱説明書と梅の種を炭化させた「梅

炭」を混ぜて、2つの廃棄物を掛け合わせてアッ

プサイクルし、消臭・除湿機能のあるノベルティ

「廃車王炭エコクック」を製作しています。

2 つの廃棄物を掛け合わせて、消臭・除湿機能
がある「廃車王 炭エコクック」を製作

UPCYCLE

NGP UPCYCLE PROJECTNGP UPCYCLE PROJECTNGP UPCYCLE PROJECT

杯分約2.7約

UPCYCLE

多くのキャンパーからの支持を集める同社より、昨今のキャンプに欠か

せない焚火に使用する薪を運ぶためのバッグを製作してはどうかとの提

案がありました。それを受けて同社とのコラボレーションにより、エア

バッグとシートベルトをアップサイクルした薪バッグを製作しました。
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2022 年 9月～ 2023年 8月2023 年度の活動報告
組合員のSDGs 取組み状況と促進

SDGs の達成には、1 団体の取組みだけでなく、取組みを拡大させていくことが

不可欠なため、全国の NGP 組合員 1 社 1 社にも SDGs の輪を広げています。 

SDGs宣言会社一覧

NGP東海支部

NGP東海支部に所属する組合員16社全社が SDGs

宣言会社となり、これは NGPの全国9支部の中で

初めてとなります。

同支部では、保険代理店に向けた NGP事業の案

内を開始し、使用済み自動車の引き取りにご協力

いただいた代理店には、引き取った車両ごとに、

部品をリサイクルしたことによる CO2の削減量、

再資源化した各種素材の重量を算出し、環境貢

献書として提供しています。

全社がSDGs宣言、環境貢献書の提供を通じて
保険代理店のSDGsへの取組みを支援

NGP東海支部／（株）CRS 埼玉

アニエスベージャパン（フランスのファッション

ブランド、アニエスベーの日本法人）が発売

した、使用済みエアバッグなどをアップサイ

クルしたバッグ類の材料として、NGP東海支

部各社と（株）

CRS埼玉が使

用済みエア

バッグを提供

しています。

エアバッグのアップサイクル

（株）アール・トーヨー

長崎県のバスケットボール B2

リーグのチーム「長崎ヴェル

カ」と共同で、令和5年度を

もって廃校となる長崎市立南

小学校の全児童を長崎ヴェル

カのホームゲームへ招待する

チケットの贈呈式を行いました。同社は、廃車王 長崎店として長崎

ヴェルカとオフィシャルパートナー契約を結んでおり、市内で廃校に

なる小学生たちにたくさんの思い出つくってあげたいという想いで、

今回のイベントに参加しました。

バスケットボールチームとの地域社会貢献

（株）ナプロアース

同賞は、“人” を幸せにする経営をしている企業を増

やしたいという思いから設立された顕彰制度です。

同社は、業界の垣根を越えた資源の有効活用や

環境保護活動、地域に開かれたオープンセミナーや

小中学生の会社見学、人材育成への注力などが

評価され、同賞の受賞にいたりました。

第13回「日本でいちばん大切に
したい会社」大賞で審査委員会
特別賞を受賞

（有）西川商会

同社が鳥取県出身のファッションデザイナー・川西

遼平氏と協力し、使用済み自動車から取り外した

エアバッグから製作したファッションアイテムが、G7

広島サミットの国際メディアセンター（IMC）で展示さ

れました。

エアバッグからアップサイクルした
ファッションアイテムが G7 広島
サミットのIMC で展示される

KMI（株）／（有）オートリサイクルナカシマ福岡

KMI（株）は2023年6月14日、自動車リサイクル促進センター

（JARC）が主催するSDGsプログラムに協力し、立命館大学経

済学部の学生を対象とした工場見学会を開催しました。また、

（有）オートリサイクルナカシマ福岡は2023年6月24日、同プロ

グラムに協力し、西南大学経済学部の学生を対象とした工場

見学会を開催しました。

JARCのプログラムに協力して工場見学会を開催
（株）共伸商会

2023年5月20日に

新潟市立木戸中学校

から、7月10日に新潟

明訓中学校から、それ

ぞれ工場見学を受け

入れました。

中学生の工場見学を受入れ

組合員各社の工場見学会

子どもたちへの取組み

中学生のSDGs企業
訪問を受入れ

バーチャル工場見学会

コロナ禍でも安心安全の見学・体験

学習を提供するため Web会議シス

テムとアップサイクルした「環境教育

ノート」を活用した「NGPバーチャル

工場見学会」を2021年5月より開始。

2023年5月に3校合計25名の中学生を受け入れました。動画や実際

に廃車の部品の解体・分別体験を交えながら、自動車リサイクルの

流れや徹底的な分別による資源リサイクルの大切さを伝えることがで

きました。

実際の工場見学さながらの動画を体験できるバーチャル工場見学コー

ナー、自動車リサイクルの流れを楽しく学ぶことができるパネルや

クイズなどを展示。廃車の取扱説明書をアップサイクルして製作した

「環境教育ノート」と「廃車王 炭エコクック」を来場者に配布し、アッ

プサイクルや資源の有効活用、廃棄物削減の重要性もPRしました。

日本最大級の環境展示会『エコプロ 2022』に出展　（2022年 12月7日～ 9日）

西朝明（にしあさあけ）中学校        
（三重県四日市市）

小桜（こざくら）小学校
（茨城県石岡市）

東浦中学校
（愛知県知多郡東浦町）

学校 校24
児童・生徒 名1,462

企業 社1
過去に実施したバーチャル
工場見学はこちらから 

（日本全国/海外） 

今回たくさんの方々にご来場いただき、一般のカーユーザーや小中学

生からも高い関心を得ることができました。恒例の被災地支援コー

ナーでは、募金にご協力いただいた方に自動車のエンブレムをプレゼ

ント。集まった募金は「令和4年激甚災害義援金」として、日本赤十

字社を通じて寄付させていただきました。

これまでのバーチャル
工場見学会実施数

2022年12月2日 2023年5月18日 2023年5月25日

（株）辻商会

（有）まるふく八田商会

（株）ビークル

（株）ケーエー車輌

（有）オカダオートパーツ

釧路オートリサイクル（株）

（株）ボールド

（株）ライズコーポレーション

（株）ナプロアース

（株）共伸商会

（株）茨城オートパーツセンター

（株）拓殖商会

（有）しのぶやみどり工房

（株）３Ｒ

（株）CRS埼玉

（株）マルトシ青木

（株）大橋商店

三協自動車（株）

（株）杉之間

（株）アンドーカーパーツ

（株）金沢ヨコイ部品

（有）山一商店

（有）名古屋解体メイカイパーツ

（株）カーグリーコマゼン

ＫＭＩ（株）

（株）テラダパーツ

エコパーツ岐阜（株）

（有）佐竹自動車部品

アーク（株）

（有）小諸パーツセンター

（有）サイトウパーツ

（有）オートパーツまるも

（有）川原商会

（株）アートパーツ長野

（有）ジーパーツ

（株）ワープ

（有）富士クラッチ工業所

（株）マーク･コーポレーション

（株）吉村解体（吉村エコパーツ）

（株）福山セコ

クレストパーツ（株）中村解体

（有）山陰ＵＰ販売

（株）佐伯商会

（株）桃太郎部品

（株）オートパーツ幸城

（有）東和

（株）エビス

ウエイクパーツ（有）和気商店

（有）西川商会

（株）オートリサイクルナカシマ

（株）パーツライン

（株）オートパーツ伊地知

（有）ユーピー宮崎

（株）アール・トーヨー

（有）イノクチ

（株）パーツランド東部

ＷＡＲＣ西日本オートリサイクル（株）

（有）オートリサイクルナカシマ福岡

バーチャル工場見学コーナーバーチャル工場見学コーナー 自動車リユース部品の展示自動車リユース部品の展示 アップサイクルした「環境教育ノート」を配布アップサイクルした「環境教育ノート」を配布

説明を熱心に聞き入る子どもたち説明を熱心に聞き入る子どもたち 楽しく学べるクイズを実施楽しく学べるクイズを実施 被災地支援コーナーは毎回大好評被災地支援コーナーは毎回大好評
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2023年度の活動報告 2022年 9月～ 2023年 8月

「NGPリユース部品を使ってCO2削減キャンペーン」開催

～カーボンニュートラルで持続可能な社会に貢献！～

カーボンニュートラル・SDGsの取組み支援サービスの開始に合わせて、取組みを広く浸透させることを

目的として、2022年10月1日～11月30日まで実施。

NGPのリユース部品を修理に活用いただいている自動車整備・鈑金事業者様を対象として、CO２削

減量の上位500社様全社に、「カーボンニュートラル賞」として「環境貢献書」と香川県豊島の名産「豊

島オリーブセット」を贈呈しました。

本キャンペーンは応募は不要とし、期間中に NGPグループより購入いただいた自動車リユース部品

（対象90部品 /左右ある部品を合わせると115部品）のデータを、NGP日本自動車リサイクル事業協同

組合が集計し、期間中CO２削減量の多い上位500社様を決定。

上位500社様には、NGP組合員がキャンペーン終了後に賞品を直接お届けしました。

集計の結果、上位500社様のうち431社様が自動車整備・鈑金事業者様以外であったため、表彰対象

としては69社様となりました。

被災地復興支援活動

NGPは地震や豪雨による洪水や土砂などで被害を受けた車両の引き上げ、処理活動などを通して被災地支援を行っています。

東日本大震災をはじめ、様々な震災において車両の引き上げ作業はその後の復興の手助けとなります。

NGPでは、今後も積極的に被災地支援活動を行っていきます。

令和4年9月28日に発生し、静岡県内各地に甚大な被害をもたらした

台風15号の水害対応で、令和4年10月3日に対策本部を設置。被災

車両の引取拠点として、焼津市と浜松市の2カ所に約6000坪のヤー

ドを設置し、被災車両の引上げ活動を開始、南関東・北関東・東海・

中四国地区の組合員会社「39社」が活動しました。今回設置したヤー

ドは被災したエリアに近く、連絡から引上げまで素早く対応すること

ができ、被災地の復興支援を後押しすることができました。

■上位500社様への「カーボンニュートラル賞」の贈呈の様子

令和5年6月1日に発生し、日本各地に甚大な被害をもたらした台風2

号の水害対応で、6月5日に水害対策本部を設置。特に被害の大き

かった愛知県豊川市にヤードを設置し、被災車両の引上げ活動を開

始、東海地区の組合員会社「16社」が活動しました。今回設置したヤー

ドは被災したエリアに近く、連絡から引上げまで素早く対応すること

ができ、被災地の復興支援を後押しすることができました。

令和5年7月10日に発生した線状降水帯による、九州地方北部での

記録的な大雨の水害対応で、福岡県うきは市に対策本部を設置し、

7月18日より被災車両の引上げ活動を開始しました。

7月14日から16日にかけての、東北地方での梅雨前線停滞による秋田

県内の大雨の水害対応で、秋田市近郊に対策本部を設置し、7月24

日より被災車両の引上げ活動を開始しました。

第 13回自動車技術基礎研修会 

令和 4年台風 15 号（静岡県）被災車両復興支援

5月29～31日 （株）あいおいニッセイ同和自動車研究所・
東富士センター（静岡県裾野市）

「カーボンニュートラル賞」
を受賞された各社様には、
大変喜んでいただくことが
できました。

組合員向け研修会の開催 

令和 5年梅雨前線豪雨等被災車両復興支援

福岡県

令和 5年台風 2号（愛知県）被災車両復興支援

秋田県

自動車の構造やパネル鈑金及び補
修塗装などの修理技法を学び、実
習ではエンジンなどの部品を分解
しながら、故障時の不具合現象を
理解を深めました。

第 22回ハイブリッド・次世代技術セミナー

第 17 回初級生産管理者・フロントマン研修会 第 2回スキャンツールセミナー 

期間 6月19・20日 （株）あいおいニッセイ同和自動車研究所・
東富士センター（静岡県裾野市）

ハイブリッドシステムの種類や構造
を学び、スキャンツールを用いた
バッテリーの点検やバッテリー脱着
などの実習を通じ、電動車に対す
る知識を深めました。

期間

7月4日～6日 Bum B東京スポーツ文化館
（東京都江東区）

業務における心構えや NGPシステ
ムの活用方法などについて学び、2
日目には小林信夫理事長から NGP
の理念やこれまでの活動に関する
講話を受けました。

期間 7月18日・19日 （株）あいおいニッセイ同和自動車研究所・
東富士センター（静岡県裾野市）

スキャンツールの基本機能や故障
診断の進め方などについて学び、
スキャンツールを使う必要性につい
て理解しました。

期間

開催
場所

開催
場所

開催
場所

開催
場所
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